
（1） ２０２５年４月２１日(月) 全国商工新聞（週間）｛付録｝昭和２６年１１月１７日（第３種郵便物認可）第３６４８号 
 

  高知県商工団体連合会 NO.１１４２(56-39) 
〒780-8035 高知市河ノ瀬町３３ 

                                                     TEL088-832-4838  FAX088-832-3126 
                                                      E メール kosyoren@citrus.ocn.ne.jp 
                                                      ホームページ http://kosyoren.jp 

このニュースはホームページでもご覧になれます 

 
 

高商連ニュース 

 

5/23･24 の全国 
会長会議までに 

・読者１００人を
増やそう！ 

・｢消費税率５％以下
への引き下げとイ
ンボイス制度の廃
止を求める請願｣署
名を広げよう 

１会員５人分をめざしています 

  
国連日本政府代表部に核兵器禁 

止条約の批准を要請(3/7) 
 

 
日本共産党吉良よし子参院議員 

らとニューヨークを行進 
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国
会
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７
日
は
、
国
連
日
本
政
府
代
表
部
に
条
約
批
准
を

要
請
し
ま
し
た
。
応
対
し
た
大
使
は「
日
本
は
、
核
保

有
国
と
の
橋
渡
し
を
し
ま
す
。
核
廃
絶
を
め
ざ
す
と

こ
ろ
は
同
じ
」｢

被
ば
く
の
実
態
を
伝
え
る
」と
言
い
ま

す
。
私
は
、
船
員
訴
訟
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
て「
日

本
政
府
は
、
船
員
た
ち
の
内
部
被
ば
く
を
認
め
な
い
。

認
め
な
い
被
ば
く
を
、
ど
う
伝
え
る
の
か
？『
橋
渡
し
』

と
言
う
な
ら
、
ま
ず
は
日
本
が
条
約
に
参
加
す
べ
き
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ出
発
す
る
時
、
長

年
、
高
知
県
の
船
員
の
被
ば
く
を
調
査
し
て
き
た「
幡

多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」の
元
顧
問
・山
下
正
寿
さ
ん

か
ら
激
励
を
受
け
た
の
で
、
頑
張
り
ま
し
た
。 

締
約
国
会
議
を
傍
聴
し
、
条
約
に
基
づ
い
た
具
体

化
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
核
兵
器
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活

用
す
る
こ
と
の
危
険
性
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、
条
約
を
前
に
進
め
る
の
は
、
被
爆
者
や

核
実
験
被
害
者
ら
当
事
者
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
卜
な
ど

で
の
熱
気
や
、
市
民
の
声
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。 

核
兵
器
だ
け
で
な
く
、
原
料
に
な
る
ウ
ラ
ン
採
掘

で
被
ば
く
し
た
米
国
の
先
住
民
の
レ
オ
ナ
・
モ
ー
ガ
ン

さ
ん
は｢

ウ
ラ
ン
開
発
は
、
核
拡
散
と
安
全
保
障
上
の

リ
ス
ク
を
引
き
起
こ
す｣

と
警
告
し
ま
し
た
。
条
約
参

加
国
で
も
原
発
に
賛
成
す
る
国
も
あ
る
た
め
〝
原
発

も
含
め
た
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
〟
を
世
界
中
の
人
た

ち
に
も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い
を
強
く
し
、

帰
途
に
就
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 

（ 

お
わ
り 

） 

高知空港  

ステルス戦闘機 長期居座り 

〝説明せよ〟と抗議集会 

 
郷土の軍事化に反対する高知県民ネ

ットワーク（平和委員会や平和運動セン

ターなどで構成）は４月１１日、抗議集会

を空港近くで開き、｢状況の説明をせよ｣

「空港の軍事利用は許さないぞ」と訴え

ました。 

これに対して、中谷元防衛相は「命か

らがら着陸し、修理を求め燃料補給を必

要としている人に、こんな事を言う人たち

は心ある人とは思えない」とフェイスブッ

クに投稿。 

しかし、「命からがら」だったのなら、

「予防着陸」ではなく、「緊急着陸」で

す。実際に「命からがら」だったのなら、

墜落などの大惨事を起こしかねない欠

陥機が日本の上空を飛んでいたことに

なり、それ自体の是非が問われます。 
(4/20｢しんぶん赤旗｣より引用)  
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